
美山中学校の校名  ～ 込められた願い ～ 

 

 

 

 

 

平成１５年から「山県市」となってからは、「美山町」の名を郵便物に書くことはな

くなりました。しかし、新しい時代に夢と希望をつなぎ、さらなる郷土の発展を願っ

て、「美山」の地名は本校の校名に引き継がれたのです。 

 さらに歴史をさかのぼれば、現在の美山中学校区には、かつて北山中学校・葛原中

学校・谷合中学校・北武芸中学校・乾中学校・西武芸中学校・富波中学校の７つの中

学校がありました。 

 美山中学校の生徒には、これらの数多くきざまれて来た歴史と伝統を受け継ぎなが

ら、未来に向かって前進の努力を続けることを願っています。 

山県市立美山中学校として発足した当初は、旧美山南中学校の校舎を使用していま

した。平成２１年１２月１８日に新校舎が完成し、３学期より新校舎での学習を開始

しました。 

 

美山中学校の校章  ～ 込められた意味 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校名を中心に位（くらい）させ、美しい緑の山々に囲まれた学び舎や校庭を図案化

した校章です。 

１．中央の三角形の重なりは、知・徳・体の三つの調和がとれた人間像を表現して

います。 

２．五角形に開いた花びらには、自立し夢を実現（開花）させていく人間像への願

いが込められています。（旧美山町の“町の花”は「いわ桜」という５枚の花び

らをもつ花でした。） 

※この校章は、平成１４年に美山町が広く町民に公募し、藤田加奈絵さん

（当時＝美山南中学校３年生）の作品を元に図案化されたものです。 

平成１５年４月、「美山町立美山北中学校」と「美山町立美山南中学校」が統合 

「山県市立美山中学校」 

が誕生しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒数 

 

 合 計 

１ 年 ３６ 

２ 年 ４８ 

３ 年 ５４ 

全 校 １３８ 

 

（令和４年度） 

 

 

 

 

 


